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高根沢町における休日の中学校部活動の 

地域移行に関するアンケート分析結果 
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資 料 編 

 

 

高根沢町休日の中学校の部活動の地域移行に関するアンケート調査結果 

 

 

 

調査期間：令和６年３月５日～令和６年３月15日 

 

 

 

 

調査方法：申込フォーム（ロゴフォーム） 

 

 

 

            回答人数  総人数 

回答人数：教職員    （32人）【 56 人】 

     中学生生徒 （373人）【477人】 

          小学生児童 （654人）【688人】 

          中学生保護者 （69人）【477人】 

          小学生保護者（134人）【688人】 

  

 

 

回答率  ：教職員        （57％） 

中学生生徒  （78％） 

          小学生児童  （95％） 

          中学生保護者  （14％） 

          小学生保護者 （19％） 
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中学校教職員（アンケート項目の主要部分の総括） 

 

〇中学校以外の地域クラブ活動を指導しているか 

【している➡１人（３％）】【していない➡31 人（97％）】 

 

 

〇休日の部活動を地域に移行することに賛成か 

【賛成➡28 人（88％）】 

【反対➡４人（13％）】 

 理由 

 ➀公務多忙を解消したい    ➡【10 人（36％）】 

➁専門的な指導ができない   ➡【７人（25％）】 

 ➂家庭生活を優先させたい   ➡【６人（21％）】 

 ➃その他の意見（回答資料参照）➡【４人（14％）】 

 ➄教材研究などを行いたい   ➡【１人（４％）】 

  

 

〇休日の部活動を地域移行することによって期待できること 

 ➀教員の負担軽減        ➡【27 人（84％）】 

 ➁生徒が専門的な指導を受けられる➡【21 人（66％）】 

 ➂生徒の技術力の向上      ➡【14 人（44％）】 

 ➃地域住民との交流       ➡【10 人（31％）】 

 ・その他の意見（回答資料参照）    

  

 

〇休日の部活動を地域に移行する場合の懸念点（複数回答可） 

 ➀地域指導者と教員の連携           ➡【24 人（75％）】 

 ➁地域指導者が見つかるかどうか        ➡【22 人（69％）】 

 ➂平日練習と休日練習の指導方針の違い     ➡【18 人（56％）】 

 ➂配慮が必要な生徒や扱いが難しい生徒などの指導➡【18 人（56％）】 

 ・その他の意見（回答資料参照） 

 

 

〇地域指導者として休日の部活動に参加したいか 

 ➀参加したくない            ➡【25 人（78％）】 

➁地域指導者不足などで頼まれれば参加する➡【６人（19％）】 

➂ぜひ参加したい            ➡【１人（３％）】 
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中学生 １・２年生徒（アンケート項目の主要部分の総括） 

 

 

〇学校の部活動に加入しているか 

 【加入している➡330 人（88％】【加入していない➡43 人（12％）】 

 

 

〇学校以外でクラブ活動やクラブスクールに加入しているか 

 【加入している➡92 人（25％）】【加入していない➡281 人（75％）】 

 

 

〇地域の指導者に教えてもらうことに対して期待すること 

 ➀専門的な指導を受けられる       ➡【162 人（43％）】 

➁期待することはない          ➡【119 人（32％）】 

➂地域の人との交流が増える       ➡【 47 人（13％）】 

 ➃先生の負担が減り授業の準備に専念できる➡【 26 人（７％）】 

 ➄継続的に一貫した指導が受けられる   ➡【 14 人（４％）】 

 ・その他の意見（回答資料参照） 

 

 

〇地域の指導者に教えてもらうことに対する不安（複数回答可） 

 ➀心配なことはない           ➡【150 人（40％）】 

 ➁平日と休日で指導方針が変わる     ➡【134 人（36％）】 

 ➂保護者の負担が増える場合がある    ➡【 89 人（24％）】 

 ➃金銭面での負担が増える場合がある   ➡【 74 人（20％）】 

 ➄地域の指導者と良好な人間関係を作ること➡【 70 人（19％）】 

・その他の意見（回答資料参照） 

 

 

〇部活動の休日の活動が地域に移行した場合、参加したいか 

 ➀どちらかといえば参加したい  ➡【116 人（31％）】 

➁参加したい          ➡【110 人（29％）】 

 ➂どちらかといえば参加したくない➡【 65 人（17％）】 

 ➃参加したくない        ➡【 82 人（22％）】 
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小学生 ４・５・６年児童（アンケート項目の主要部分の総括） 

 

 

〇地域のスポーツクラブや習い事に参加しているか 
 【参加している➡351 人（54％】 【参加していない➡303 人（46％）】 
【参加している内容】 

 ➀サッカー    ➡【63 人（18％）】 
 ➁水泳      ➡【57 人（16％）】 
 ➂習字      ➡【45 人（13％）】 
 ➃野球      ➡【42 人（12％）】 
➄ピアノ     ➡【38 人（11％）】 
➅バスケットボール➡【34 人（10％）】 
➆空手      ➡【32 人（９％）】 
➇バレーボール  ➡【17 人（５％）】 
➈陸上競技    ➡【12 人（３％）】 
➉テニス     ➡【10 人（３％）】 
⑪柔道      ➡【８人（２％）】 
⑫剣道      ➡【６人（２％）】 
⑬卓球      ➡【２人（１％）】 
・その他の意見（回答資料参照） 

 
 
 
〇中学校に入学したらどんな部活動に入りたいか 
 ➀美術部      ➡【87 人（13％）】 
➁ソフトテニス部  ➡【85 人（13％）】 
➂サッカー部    ➡【81 人（12％）】 
➃バスケットボール部➡【67 人（10％）】 

 ➄バレーボール部  ➡【53 人（８％）】 
➅野球部      ➡【48 人（７％）】 
➅卓球部      ➡【48 人（７％）】 
➇陸上競技部    ➡【47 人（７％）】 

 ➈吹奏楽部     ➡【38 人（６％）】 
➉国際理解部    ➡【20 人（３％）】 
⑪剣道部      ➡【13 人（２％）】 
⑫柔道部      ➡【７人（１％）】 

 ⑬ソフトボール部  ➡【３人（0.5％）】 
・その他の意見（回答資料参照） 

 
 
 
〇入りたい部活動の休日の活動が地域の指導者から教えてもらえる場合に参加したいか 
 ➀参加したい          ➡【198 人（30％）】 
➁どちらかといえば参加したい  ➡【172 人（26％）】 

 ➂わからない          ➡【146 人（22％）】 
 ➃どちらかといえば参加したくない➡【 87 人（13％）】 
 ➄参加したくない        ➡【 51 人（８％）】 
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中学生 保護者（アンケート項目の主要部分の総括） 

 
 

〇部活動の休日の活動が、学校の先生ではなく地域指導者が教える形に移行すること 

 ➀賛成         ➡【29 人（42％）】 

 ➁どちらかといえば賛成 ➡【25 人（36％）】 

 ➂どちらかといえば反対 ➡【15 人（22％）】 

 ➃反対         ➡【０人（０％）】 

 

 

 

 

〇休日の部活動の指導者が地域に移行する場合の懸念点（複数回答可） 

➀地域指導者が見つかるかどうか             ➡【38 人（55％）】 

➁平日練習と休日練習の指導方針の違い          ➡【37 人（54％）】 

 ➂地域指導者と教員の連携                ➡【33 人（48％）】 

➃生徒と地域指導者との人間関係             ➡【30 人（43％）】 

➄費用負担のために参加できない生徒が出るのではないか  ➡【25 人（36％）】 

➅大会や練習試合の引率が安全に行えるか         ➡【23 人（33％）】 

➅配慮が必要な生徒などを地域の指導者がうまく指導できるか➡【23 人（33％）】 

➇大会や練習試合の準備・運営がしっかりと行えるか    ➡【19 人（28％）】 

➈地域指導者との打ち合わせの時間が確保できるか     ➡【12 人（17％）】 

 ➉生徒が教員の指導を受け入れられなくならないか     ➡【８人（12％）】 

⑪その他の意見（回答資料参照）             ➡【４人（６％）】 

⑫懸念点はない                                          ➡【２人【３％】】 

 

 

 

 

〇部活動の休日の活動が、地域の指導者が教える形に移行したことで費用負担が発生する

場合、参加させたいか。 

 ➀金額にかかわらず参加させたい  ➡【38 人（55％）】 

➁その他の意見（回答資料参照）  ➡【26 人（38％）】 

 ➂金額にかかわらず参加させたくない➡【５人（７％）】 
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小学生 保護者（アンケート項目の主要部分の総括） 

 

〇部活動の休日の活動が、学校の先生ではなく地域指導者が教える形に移行すること 

 ➀賛成         ➡【59 人（44％）】 

 ➁どちらかといえば賛成 ➡【51 人（38％）】 

 ➂どちらかといえば反対 ➡【22 人（16％）】 

 ➃反対         ➡【２人（１％）】 

 

 

 

 

〇休日の部活動の指導者が地域に移行する場合の懸念点（複数回答可） 

➀平日練習と休日練習の指導方針の違い          ➡【77 人（57％）】 

 ➁地域指導者と教員の連携                ➡【74 人（55％）】 

➂地域指導者が見つかるかどうか             ➡【72 人（54％）】 

➃生徒と地域指導者との人間関係             ➡【57 人（43％）】 

➄費用負担のために参加できない生徒が出るのではないか  ➡【54 人（40％）】 

➅大会や練習試合の引率が安全に行えるか         ➡【50 人（37％）】 

➆配慮が必要な生徒などを地域の指導者がうまく指導できるか➡【45 人（34％）】 

➇大会や練習試合の準備・運営がしっかりと行えるか    ➡【38 人（28％）】 

➈地域指導者との打ち合わせの時間が確保できるか     ➡【26 人（19％）】 

 ➉生徒が教員の指導を受け入れられなくならないか     ➡【17 人（13％）】 

⑪その他の意見（回答資料参照）             ➡【７人（５％）】 

⑫懸念点はない                                          ➡【６人【４％】】 

 

 

 

 

〇部活動の休日の活動が、地域の指導者が教える形に移行したことで費用負担が発生する

場合、参加させたいか。 

 ➀金額にかかわらず参加させたい  ➡【61 人（46％）】 

➁その他の意見（回答資料参照）  ➡【45 人（34％）】 

 ➂金額にかかわらず参加させたくない➡【28 人（21％）】 

 
 


